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1.序論
運動が脳の認知機能に与える研究は多く行
われている.しかし研究結果は必ずしも一貫
た1Jlア)で!tだい.その要凶としては多々平日
ふれてし¥るが.二れまでの研究では.運動量ぺ s
運動強度の';1':量が可能で持久的た運動様式で
の研究が多し技能を必要とするような運動様
式そ!小、てfJ /)た研究は少ない‘ jfjfJJら t

~ijj の ì'，ti手JI ~子どもの覚醒に及ぼ寸完J] f，仁川)研究

結果みミ心，通勤様式による影響につい ζ検戸、jj
る余地があると述 Jくている.
また Ratey2)3lは r技能を必要とし，体を動か

しながら頭を使うような運動はより効果的で
ある.Jと述べ，その!やでもトレイルランニング
(以下をトレランとする.)は複雑で変化に富む
動きが求められ.月泌がつル稼働ナるトレラン特

F1、ても言及している?

の目的は，運動桜
伝;こ働くとされる f
mらかにすること

験概要}大学生)J ::fj 

家としげずノレ-/A.グノPレープ民兵駄・端企し/乙.
実験様式また実験時期を表 iに示す.
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11月10日

トレブ>

静i仁

日 トレッドミル 1 ! j~ けい

[ ft可uてl]実験前後の認知機能の変化ぞみる
ゐ，ストループテストと内田クレベリンテスト
を克験日ij徒;ニ11った.ストルーフテスト;
t}出I[:'斤ドIJI新んを測り， fSTEPIJ，勺ーの 2
f垂類のご/ースト flJ紙を使用し，各 STH)!i)計計IJIl'P
問を分析よnijとした.
いJ111クレヘリンテスト(以下をグ〆へりンと
寸る.) :土i出矢[]機能の計算力を測 Vj • '1 
!と答数;-i1t~{~数j を分析項目
{、を静 :1 実肱前後， トレラン:
ソトミ'L，-後に行った.またテスト主砲任
iこ7>ケャー;、μ上り注意点や感想などを長し、
てもらい考察した.
3.結果と考察
1)トレラン前後の変化を比較した結果，STEPl 
は有意に時間が退くなり (Zニ-2.023，pく.05)，ク
レペリンはすべて有t~ に 1 ~ (総回答数:Z=-2.
023，pく.05，正答数:Zご 2. p心05)または減

いヅ学科野外スホ←ヅトー
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少(誤答数:Z=-2.023，pく.05)したつまり，トレ
ランによって判断力が低下し計算力が向 t.し
ナ事
I~. 

静止前後と比較した結果，総恒]答数，11::答数が
有意に向上(紅!日i答;数:之土 2.023，pく.05，正答
数:Z=-2.023ヲリ .05)したつまり，静止は，判断
力には影響を与えず， ~~ f" -_~ii~ ノ) /j~ 向上した.
トレラン前後とIHtI1前後を比較した結果，誤
答数において.トしラン:=-{r意な差がみられた
(2=-2. 353， p<，. 0己).つまり，トレランは静止前
後よりも計算力を向上させると言える.
アンケートの自由記述項目によると，静止時
はr{nJも考えていなかったjなど省認知機能に与
えるようなことを行っておらず，トレラン時は
「次のよE:場などを常に考えてし、 t~_. Jなど常に漬
を{吏っており，脳がフル回転した門'0)てヘ誤審
数が減少した、/ノご:士山 v寸ミト考える.
2)トレッドミ dし前後0)主化庁比較した結果， S;
EP2は有設に山之、 iいく々 (Z-=-2.023，p(.0
5)，クレベリ〆 iλーしγ;子也特数が有意に向
(総回答数日 e. U己ふ円 山， iE答数:2=-2.0
3， p(. 05)しt:." ~J 宅トし :γ ドミノレiこよって
判断力が向とし/こ.
トレラン前後とトレッドミルー前後を比較しだ
結果，謀者;数において，トレランに千1煮な差が
られた(i:'2.447， pく.05).つまり，トレラン
はトレッド、ミルよりも計算力を向上させると
える アンケートの自由記述項目によると，
iレッドミノレ時は「まっすぐ走ることだけ立識
した」など¥認知機能に影料を与えるようなご
とは行なっておらず.トレラン時は静止時と上ヒ
較した時と問慌に;官にlifl去十五っており，脳がフ
ル回転した 3)ので¥誤答数が減少したので、はな

いかと考える.
4. まとめ
トレランは認知機能の判断力に影響はみら
れなく，トレッドミ fレ司I(!r，JLよりグレペリンの
誤答数を減少し、 fJZ知機能り 11十算力に影響が
ることが明ら泊、;ごたった t 今f麦，トレランコ F

ス，テスト種繋i 九円持の選択を検討す
る必要がある P
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